
 頑張っている人はたくさん居ます。でも、

その結果が、自分の希望通りかというと、

そうとばかりは言えないかもしれません。 

 それでも頑張っていればいつか、結果を

喜べる日を迎えることでしょう。 

☆１ 

ここで問題なのは、喜べる結果が現れる

までず～っと、努力を続けて苦しみ、悩ま

なければならないということです。 

しかも、環境によっては、あなたの努力

をあざ笑う人がいたりします。それも耐え

て努力を続けなければいけないとしたら、

心が折れることもあるでしょう。 

★２ 

努力しても報われないどころか、心が折

れるような言葉を投げつけられたら、ほと

んどの人は努力を停めてしまいます。ただ

でさえ思い悩んでいるのですから。 

 そのような状態になると、周りの様子を

察知する力が失われてしまいます。わたし

はそれを『孤独の井戸を掘る』と言ってい

ます。 

 どんどん落ち込んで、見えるのは掘って

いる穴の底だけ。疲れて周りを見ても壁し

か見えない。ようやく頭を上げて見上げて

も、まぁるい空が見えるだけ。 

 穴の外で誰かが何か言っても、ほとんど

聞こえない。あなたを思いやる人が井戸を

のぞいて声をかけてくれても、気づかない

かもしれません。それに、どうやってその

穴を抜け出せば良いのでしょう。 

 あきらめているあなたは、もしかすると

ロープを垂らしてもらっても、登って行く

気持ちになれないかもしれません。 

☆３ 

 あなたが努力するそばに居るならわたし

は、あなたの頑張りを見守っているという

事だけでも、あなたに伝えてあげたい。 

 細いロープかもしれないけれど、その端

を持って、登ってくるのを待ってあげたい。 

 わたしの思いやりは届かないかもしれな

い、届いても何の役にも立たないかもしれ

ないけれど、それでも見守り、待ち続けて

あげたい。あなたが頭を上げ、ロープを登

ってみようと思ったときに、少しでも励ま

せるように。 
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